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次世代超大型望遠鏡検討の状況について
ＳＰＩＥ２００２　報告　　　家　正則

• 補償光学の最近の成果
• 超大型望遠鏡計画の紹介
• 補足コメント

補償光学の成果例

AO on and off

９インチ望遠鏡で見
る木星

タイタンによる掩蔽

海王星T Tauは３重星
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超大型望遠鏡のメリット
集光力　　　　　　　：　Ａ＝Ｄ2

星像面積　 ：　ｓ＝Ｄ-2　（回折限界θ＝λ／Ｄ）

点源光強度 ：　Ａ／ｓ∝Ｄ4

背景光強度 ：　Ｄ0

Ｓ／Ｎ　　　　　　　： D2

望遠鏡建設費用　：　Ｄ2.5(1兆円)＝＞D1.3(1000億円）？

Source Confusion は問題とならない。（=>ＨＤＦ、ＳＤＦ）

　5x1011秒2、 ~1011個の銀河、　１秒2以下、　

大口径での補償光学の実現が鍵
　　

GSMT
Ｋバンドまでの分光は地上の分担
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超大型具体計画案
• OWL(ESO): 100m/~3000arrays of 1.8m mirrors

• GSMT(NOAO): 637arrays

• CELT(California): 30m/1080arrays of 0.9m mirrors

• Euro 50(Scandinavia):
• 20/20(Arizona):Twin 20m pair on 100m track

• HDRT(Hawaii):6m offaxis x 6, High Dynamic Range

• LAMA(Canada): 42m/18 arrays of 10m liquid mirrors

• Seeing limited FOV:

CELT 計画
1080 分割鏡からなる
３０ｍ望遠鏡
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CELT Performance
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CELT 観測
装置群
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OWL アニメーション

科学目標に関する教訓
(HSTもKeckも青写真と実際の乖離）
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OWL 
光学系

鏡数:

2500-4000

鏡サイズ：

1.5-1.8m 

OWL 構造最適化
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GSMT
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20/20　計画 (アリゾナ大)
21m鏡二基を100m レールに
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高ダイナミッ
クレンジ
望遠鏡
HDRT

広視野サーベイ望遠鏡
Large-aperture Synoptic Survey Telescope

• 8.4m, 視野7平方度

• 全天2万平方度、V=24等
まで、4 夜で

• 7平方度、８色、V=27.9等
まで、１週間で

• 宮崎
Hyper-SuprimeCam
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安価光バケット
LAMA

10m 水銀鏡望遠鏡１８基

全天の6%をカバー,  Hickson@UBC

チャナントール（チリ）, 50M$

地上超大型光学望遠鏡の検討状況について

?情勢 :15 Subaru+1HST(2002) => 3 ELT+NGST(2015)？
?１５年後：超大型アクセス無しにはサイエンスは考えられない
?予算規模 :ELT Budget ( 建設＞１０００億円 + 運用 7%/年)
?技術課題, 克服法選択 by Science Merit Function

?風圧回避
?MCAO
?LGS vs NGS

?巨大ドーム

?主鏡製作

?建設地サーベイ

?可変形副鏡、主鏡

?巨大観測装置

?国際協力：Cooperation+Competition  => “Coopetition”

　　　議論・意見交換への定常的参加
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地上 vs スペース

• スペース進出は必須!　（大変そうだが・・）
– esp. > 2μm, 　cosmology +ex-solar planet
–経験者に学びながら、覚悟を持って

• ＮＧＳＴに相補的分光機能が重要
• 天文学への社会の後押しは続く
• 地上の利点は当面続く(だが、いつまで?)
• 日本が両方を追求できるか?   Why not?
• では、どうやって？　あめとムチ？

地上超大型をどう進めるか？

• すばる望遠鏡ほかで皆満腹している？

• １５年後の光赤外観測に向けた開発グルー
プの戦略的育成が必要。

＝＞あめ：１５年後観測時間補償？

　　　ムチ：すばるは５０歳以下には使わせない


